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X,を･]t･の対数 .Yに,死虫率 Y.を probityに迩換
LBT･lSSの弟Lh死虫率出帆一次変換振作を施 して･粥･
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一 防 虫 ･.料
るに過ぎない祁となる｡牝の軌こ'JJ-風上軌こ大益を生じ
たのは本宍的では2朝抑口径の托Llt率を採ったためで.





































































I. 実 験 材 料
(1) 供試訴剤
乳剤拓';淡調矧こJTJひた Ilinokl'ninはm lL肘eJにて
EYl':印 氏芸化学故fZi)'B.1.29.受和
川ひたものと同じmp54-r･5oJ'の紙ETJ,除Ji'鵜'ェキ
スは pyrethrin-I6.56%,pyTethfin-1Ⅰ`5.22,Oof,
totalpyreth-rimsll.78%の市販品,pip.∫1'ut.,疏
酸化油及びキS'.7-ルは約11報?)l言で用ひたものと同
一のものである｡pyrethrins,に対する共力剤の混合
/-比は前顎(J)と同様に1:8とし 上記の諮liIt料革剤を
Lrml未に戻す様な処方で況合し乳剤抗液を得た｡
(t2).供託 昆虫 ･
突放に用ひたアカイエカCzLteX I,iL･1'elLS'L.tTar.
'pE7tte"SCoqui.'の幼虫はTJTJW J'と同軌こ賛辞 己(舵
i;[･印Irfi郊)の下水河から托錨 した卵塊を水肺小て郷化
1テ
